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第6表　供託飼料の消化性

吼乾 物

成　　　　　　　　　　　　　 分

乾　 物 有機 物
粗 蛋

白 質
粗 脂 肪

可溶 性

無 N 物
粗 級 維 粗灰 物

給 与飼 料 ㊨ 検 定用 2 号 100．0 88．9 82．1 15．2 5．7 58．4 4 8 6．9

（成 分 ）
⑳ 讐讐 三品 糞囲

1口0．0 8 9．4 7 6．8 2 0．0 2．7 4 ヱ8 占．5 12．7

多 ⑤ ェ 7 ニ ック処理 鶏 糞 100．0 9 1．2 ‘2．8 5 1．8 2．6 20．5 8 1 28．4

給 与飼 料 ④ 80．2 79．6 8 乙5 78．9 d9，7 87 8 58．8
－

の 消化 率 ⑳ ‘8．5 8 5．5 72．8 7 5．9 45．5 77 9 54 2 ー

多 ⑤ 55．8 55．1 44 1 7 1．2 － 85．1 2 1．7 54 9 －

給与 飼 料 ⑳ 80．2 70．7 8 7 7 12．0 2．d 5 1．5 1．9
－

の 可消化 ⑳ dd．5 5a d 55．7 15．2 1．2 5ヱ2 2．2 －

成 分　 痴 十 55．8 50．2 27 7 22．6 一　 乙2 4 4 2．8
－

第7蓑　供試飼料の栄毒性

p　C I） T　j〕N

A　 工） M p M A　 p　 M D M
に 対す る に対す る に対 す る に対す る

㊤ 1 2．0 1 5．5 7 1．0 7 鼠8

⑳ 1 5．2 1 7 0 5 ヱ5 8 4 0

⑥ 2 2．d 2 4 8 2 4 9 2 7 4

注．⑥，⑳，⑥は第6表と同じ。

これらより，エフニック処理鶏糞を飼料として用い

る場合には，嗜好性，給与の時期，配分割合（とくに

熱量補給を完全に），飼料の給与量等をよく考えなけ

ればならない。

硫酸鉄を主剤とする発臭防止剤による

鶏糞の臭気発生防止試験

坂　本　光　　男

（福島県養鶏試）

1．ま　え　が　き

養鶏規模の拡大するに従って，その排泄物である鶏

糞処理が重要であると同時に，鶏糞より発生する悪臭

は畜産公害の一つの元兇にもなっている。

悪臭の実体については静岡大学の片桐助教授等の研

究により，低沸点のアミノ糸の物質であることが明ら

かにされた。また一方，これらの悪臭の実体が究明され

ると同時に，発臭防止剤の開発が盛んに行なわれてい

る。

現在鶏糞の悪臭を除去する方法として物理的に処理

するものと，化学的に処理するものとがあり，筆者が

使用した硫酸鉄を主剤とする発臭防止剤は後者の一つ

で，硫酸鉄に硫酸と粉炭燃焼灰とを処理して製造した

物質である。

この防止剤処理鶏糞は悪臭の発生を抑制すると同時

に肥効成分の揮散を防ぎ，成分も安定し有機質肥料の

性格を保持するといわれているのでその効果を検討し



東　北　農　業　研　究　第15号　　　　　　　　　　　　211

た。

2．試　験　方　法

t　材　　　料

発臭防止剤（常磐化成株式会社提供）

本剤の化学成分は第1蓑のとおりである。

第1蓑　尭臭防止剤（F剤）の化学組成

dDppm

2～5．5ppm

90ppm

150～250ppm

r∴　こ、

1．2　痴

Ca

Mg

Fe

S102

H20

2．5～4．4多

0．7～1．1痴

8，8痴

2．9感

20．0痴

2・供試鶏舎および供試鶏

研修鶏舎（198〝ヂ）に収容飼育の自レク成鶏290

羽（の糞）

5．供試鶏糞乾燥機

10．000羽用，再燃脱臭装置付火力乾燥機

4　試験期間および制定日（第2蓑）

第2表　試験期間および測定日

回
散 布 月　 日 再 散 布 月 日 臭 気 渕 定 日

1 8 ． 1 9 ム　 2 5 ム　 2 8

2 8 ． 2 8 占． 5 0 7 ．　 5

5 7 ．　 5 7．　 7 7 ． 1 0

4 7 ． 1 0 7． 1 4 7 ． 1 7

5．発臭防止剤散布方法

鶏糞重量の約10％量を除糞後の床面にdO％散布，

さらに4日目に残りの40％を鶏糞上に再散布，7日

目に採糞乾燥した。

‘・排ガスの測定（食塩水平衡法による）

排ガスを直接煙突より1％食塩水を入れた吸引管に

吸引し，臭気性ガスの捕集液を作り，臭気捕集渡を希

（30～50適）

第1図　排ガスの臭気測定（臭気度測定法）

食塩水平衡法　その1

臭気度＝
液滴下量十希釈液量

その2

釈液に滴下し，臭気の限界濃度に崖するまで南下し臭

覚に訴えて判定し，臭気度で表わしたく第1図）。

ヱ：鶏舎内の臭気

試験期間中，当場を訪れた見学者および場員によっ

て臭気の状態を観察した。

8．肥料成分の分析調査

新鮮な成尭糞，発臭防止剤処理火力乾操鶏糞および

勉理しない火力乾燥駕糞の5者について分析した。

5．　試　験　成　績

1．火力乾燥時の排ガスの臭気度
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第5表　排ガスの臭気度

月 日
下 剤 使 用

有　 無
再 燃 靡脱 臭 臭　 気 度

8．2 8
（〕 （J 70～ 8 0

× （） 1．800

7． 5

○ X 70 ～ 75

X X t 5 00 ～ t 40 0

7．10
○ ○ 2 00

）く ○ t 8 00

7．17

○ ＼ 250

× × 1．0 00

○＝有　×＝無

第4蓑　排ガスの臭気度

再 燃 焼 脱 臭 再燃 匪脱臭なし

F　 剤　 使　 用 155～140 1占0・・・〉185

F 剤使用 しない t d00 1 15 0～ t 200

（2回実施の平均）

第5，4蓑によれば最も発臭防止効果が優れた区は

防止剤と再燃焼とを併用した区で，次いで発臭防止剤

添加，再燃焼併用しない区であったが，その差は僅少

である。

発臭防止剤の使用効果についてはかなりの成果を認

めたが，再燃舵による脱臭の効果は今回のテストにお

いては認められず，むしろ再燃焼することにより火力

が強烈に失し脱落した羽毛等が焦げる臭気が加わる傾

向があった。

2．鶏舎内の臭気

第5蓑　鶏舎内の臭気

鶏 糞 臭 アンそこヤ
臭

鉄 錆 臭

甘剤 散 布 鶏 舎 0 5 5 0

F 剤 無散 布 鶏 舎 5 0 2 5 0

（見学者50人によるアンケート調査）

試験期間中50人より閥取りによって調査した結果

は第5表のとおりであり，発臭防止剤を散布した鶏舎

では鶏糞臭を訴えるものは1人もなく，わずかに5人

がアン㌧モニャ臭を訴えたのみであった。発臭防止剤特

有の鉄錆臭は全員が訴えているが，不快臭でないと表

現している。

これに反し発臭防止剤を散布しない鶏舎は，全員が鶏

糞臭を強く感じ，なかにアン㌧モ・ニヤ臭を訴えたものが

25名もあった。

5．肥料成分の分析

当県農試農芸化学部に依頼して肥料成分の分析を行

なった。結果は第占表のとおりである。

第6表　肥　料　成　分

1日　現　　　物（ヰ）

全 窒 素 全 憐 慶 全 加 鼠 全 鉄 分 水　 分 ■　　　　　 雷

（9　 生 の 庇 a ふ ん 1 5 8 t J1 4 m ‘9 n 1 7 7 d 5

（多　 発 臭 防 止 剤 添 加 火 刀 乾 燥 島 ふ ん 4 5 4 4 ．2 5 2 ．5 1 1 5 0 5 ．0 驚 異 防 止 剤 10 男 顔 加

（診　 菟 奥 防 止 剤 無 ホ 加 火 力 乾 燥 韓 ふ ん 2 14 8 ま4 2 2 ．2 0 1 1 5 1 2 ．5

全 史 ホ 全 燐 酸 全　 加 里 全 鉄 分

義　　 雷

霹 指 救 ◆ IR 傲 ◆ 櫓 歓 ◆ 指 較

（》　 生 の 庇 噂 ふ ん ム7d 108 ．0 1 15 1 0 m O 2 ＿9 －1 1 1 0 m 7 2 1 【叩．0

＠ ■　発 央防 止 剤 添 加 火 力 乾 側 ふ ん 4 ．57 占え‘ d ．4 8 7 5．1 2 ＿4 5 8 2 ．7 5．6 8 5 1 1 0
発 臭 防 止 剤 1 D

¢ 添 加

（勃　 発 英 防 止 柵 添 加 火 力 乾 燥 疇 ふ ん 2184 4 2 ．0 4 ．14 ‘ヱ5 2 ．52 8 5 ．7 1 5 2 1 8ま う

すなわち乾物量に対する比率では，窒素，りん酸，

加里の肥料5要素とも，生の新鮮鶏糞が最も多く，発

臭剤処理区，無処理区の順であった0

3．考　　　　　察

硫酸鉄を主剤とする発臭防止剤を鶏舎に散布してそ

の効果について調査した結果次のような成績を得た。

1．発臭防止剤を散布した鶏舎内の感覚による臭気

の程度は，不快感を与えることがほとんとなく，発臭

防止剤の効果は明らかに認められた。

2．火力乾懐時の排ガスの臭気度については発臭防

止剤の使用効果は1同様きわめて顛著であり約10分

の1に減少した。

再燃焼脱臭の効果については今回の試験ではあまり

認められず，火力の調整に一段の工夫が必要と認めら

れた。

5．肥料成分の分析の結果，発臭防止剤処理は窒素

成分の揮散による損失をおさえ，成分生産量が多いこ

とが明らかに認められた。

以上の点より，硫酸鉄を主剤とする発臭防止剤は，

鶏糞の悪臭を除去し，鶏糞中の肥料成分の揮散を防ぐ

ことにすぐれた効果のあることを認めた。


